
福島のレガシーが繋ぐ
未来の原⼦⼒防災
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【背景・⽬的・実施内容・結果】
福島第⼀原⼦⼒発電所事故後の環境モニタリング結果について、「どこで確認できるのか」、「その妥当性はどうか」と
いった質問が国際会議や学会でよく寄せられます。

原⼦⼒機構は、総合モニタリング計画に位置づけられた関係府省・福島県・東京電⼒等が実施するモニタリングの成果を⼀
元的に収集し、データベース（放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト：EMDB）を⽇本語版・英語版で運⽤して
います。測定データの詳細検索・地図表⽰・年度ごとのダウンロードが可能で、世界に向けて福島の環境回復情報を逐次発
信しています。

アメリカ、カナダ、フランス、韓国をはじめとする世界の研究者/技術者と連携した合同調査を実施し、⽇本の測定⼿法・
結果の妥当性を各国の測定器と⽐較することで検証しています。

福島の事故の教訓を今後の原⼦⼒災害対応への備えとすべく、「緊急時の遠隔測定⽀援システム」、「緊急時環境モニタリ
ング⽀援システム」、「放射性物質対策⽀援システム」の開発を進めています。
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原⼦⼒発電所事故に関する環境モニタリングの
ナショナルデータベース（EMDB）

福島第⼀原⼦⼒発電所事故後、複数の機関がモニタリングを実施しましたが、データのフォーマットが異なるため、横断的な活⽤
が難しい状況でした。これらのデータを統合・整理し、数値やグラフ、マップを⼀つのサイトで提供することで、誰もが簡単にア
クセスし利⽤できるよう整備・公開しています。 EMDBサイト
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グローバル連携による⽇本のモニタリング
⼿法の信頼性確⽴
各国と協⼒し、歩⾏・⾛⾏・無⼈ヘリによる合同サーベイを実施する
際、測定結果を公平に評価するために、測定条件や⽅法の統⼀化を可
能な限り⾏いました。その結果、各国と⽇本の測定結果が⾼い⼀致を
⽰し、⽇本のモニタリング⼿法の妥当性が確認されました。

緊急時に備えた環境モニタリングシステム
①緊急時の遠隔測定システム
緊急時、現場での放射線モニタリングの結果をリアルタイム通信シス
テムを通じて送信し、その結果をマップ化するシステムです。原⼦⼒
災害対策本部や地⽅⾃治体等と共有することで、避難指⽰区域の設定
の迅速化など、事故初期の空間線量率の測定結果から判断されるさま
ざまな意思決定を⽀援します。

②緊急時モニタリング
⽀援システム

地域の浄⽔場や主要農林⽔産物の
⽣産地情報等をデータベース化し、
緊急時に空間線量率マップと重ね
合わせることで、モニタリングの
地点や種類の優先度の抽出をサ
ポートするためのシステムです。

③放射性物質対策
⽀援システム

除染の範囲、効果、費⽤、廃棄
物発⽣量など、放射性物質対策
の検討をサポートするためのシ
ステムです。

歩⾏サーベイで取得
された線量率マップ

歩⾏サーベイで取得
された線量率マップ

無⼈航空機でリアルタイムに
取得された線量率マップ歩⾏サーベイの

測定条件のチェック

無⼈ヘリ検出器の
搭載状況チェック

無⼈ヘリ⽤検出器の
搭載⽅法チェック

無⼈ヘリでリアルタイムに
取得された線量率マップ⽐較結果の例

（歩⾏サーベイ)

EMDB: Environmental Monitoring Database


